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館
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す
。

民趣
お
と
し
よ
り
の
長
寿
を
祝
い
敬
愛
の
心
で
、
家
族

中一
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
語
ら
い
の
場
を
も
ち
ま
し
ょ
う

ま
た
、
こ
の
日
を
機
会
に
、
な
に
か
楽
し
み
に
な

んさ
る
贈
物
と
か
、
作
る
よ
ろ
こ
び
を
持
た
せ
る
も
の

なみ
を
考
え
て
選
ん
で
差
し
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

のり
市
で
は
七
十
才
以
上
の
方
に
記
念
品
を
贈
る
ほ
か

よし
市
内
の
八
十
八
才
以
上
の
高
齢
者
に
は
、
市
長
が

と鉾
お
祝
い
に
訪
ず
れ
ま
す
・

熱
老
後
を
楽
し
く
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
．
…
…
・
・
・

を

い
“
エ
ー
患
睾
雅
彗
醍
串
』
弛
卯
一
工
謡
赤
恥
琶
一
↑
睾
謂
エ
ニ
ニ
ー
咋
語
一
津
二
坪
叩
抽
雨
《
品
郡
』
』
王
串
韮
篭
エ
ー
霊
》
一
』
】
叱
一
エ
函
皐
講
工
｜
エ
卸
が
悲
如
エ
ニ
器
辛
諦
王
旱
竿
睾
曲
翫
二
犀
《
牽
函
一
恥
壷
澤
酔
津
一
亜
準
率
が
ロ
沖

ケ

ツ
嚇

場
小

口

沁
体
、
、
会
和

や
縦

ク
沁
国桝城

桝
茨

神
年

榊
墹

軸
和

い
ん

坤
昭
萩
心

緑
み

｛
目
如椴咄

釉

計

細

騨
一
器
叩
吾
叩
・
』
蓄
距
・
写
・
圭
一
鼻
蔦
需
焉
器
舅
・
裾
圭
一
禺
・
一
莨
出
↑
』
鶯
叫
。
苣
叩
・
・
峠
圭
鼻
蔓
普
壼
叩
皇
雪
一
一
岨
・
言
“
舅
‐
郡

老
後
は
楽
心
く

お
元
逵
兎
に

５
月
１
日
は
敬
老
の
日

９

－697－



市 報 （2）た か は ぎ(9月号）
一

あ
る
日
、
市
長
室
に
大
量
の
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
と
き

ハ
ガ
キ
が
配
達
さ
れ
ま
し
た
。
な
ら
ぬ
ハ
ガ
キ
の
束
を
前
に
複

内
容
を
み
る
と
、
以
前
陳
情
し
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

た
件
に
つ
い
て
ぜ
ひ
実
現
し
て
常
に
市
民
の
声
を
市
政
に
生

ほ
し
い
と
の
こ
と
、
差
出
し
人
か
す
た
め
の
努
力
を
し
て
い
ま

は
、
市
内
外
に
わ
た
っ
て
同
じ
す
が
、
と
か
く
市
民
の
声
と
し

組
織
に
は
い
っ
て
い
る
人
達
か
て
は
特
定
の
人
に
限
ら
れ
が
ち

ら
で
す
。
そ
の
陳
情
は
、
ぜ
ひ
だ
つ
た
り
、
数
に
よ
っ
て
主
張

実
現
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
正
当
性
を
裏
付
け
よ
う
と
す

た
い
せ
つ
な
も
の
で
あ
っ
た
の
る
動
き
が
目
だ
ち
が
ち
で
す
が

で
、
議
会
で
も
採
決
さ
れ
す
で
こ
れ
だ
け
で
は
、
ほ
ん
と
う
の

に
予
算
措
置
も
と
ら
れ
て
い
た
意
味
で
の
市
民
の
声
の
反
映
と

｜
’

| ｜
I

境を守るために帝
發
瞳
腱
Ｉ

Ⅱ

語

．

辱

｝

ご

』

砧

を
さ
し
て
い
ま
す
。

少
肌
促

や
苓
罫
冬
歌
§
さ
串
謹
電
さ
§
さ
ぷ
設
蕊
蕊
掌
戦
奪
い
零
塁
惑
尽
§
さ
§
球
窯
や
蕊
設
竃
承
典
＆
豊
怠
亀
窓
騒
斡
＆
唾
窯
い
惑
唖
さ
設
我
さ
爵

幽型也一1坐些

I

る公共下水道急がれ

一
も
葬
詐
誌
錘
性
識
識
睦
弔
詠
準
醒
棒
潅
輌
辻
郁
淑
珪
壼
亜
癖
唾
告

一
排
出
さ
れ
る
雑
排
水
の
ほ
と
ん
ど
が
「
た
れ
流
し
」
の
状
態
に
一

一
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が
、
力
・
ハ
エ
の
発
生
や
河
一

一
剛
》
坪
轆
稚
》
鐸
呼
》
啼
錘
唖
母
挫
罪
砕
碓
惟
窪
唖
墾
樒
滑
認
一

一
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
九
月
十
日
を
全
国
下
弄

一
水
道
促
進
デ
ー
と
し
て
こ
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

言

ｌ
下
水
道
と
は
ｌ

高
萩
市
に
は
都
市
下
水
路
し
ｌ
普
及
率
窒
局
め
よ
う
ｌ

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
都
市
わ
が
国
の
下
水
道
普
及
率
は

下
水
路
は
主
と
し
て
雨
水
を
流
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
各
国
に

す
た
め
の
施
設
で
す
。
く
ら
・
へ
非
常
に
低
い
数
字
を
示

こ
こ
で
い
う
下
水
路
と
は
、
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
周
囲
が

公
共
下
水
路
（
雑
排
水
を
集
め
海
な
ど
の
歴
史
的
な
諸
条
件
が

終
末
処
理
場
で
浄
化
し
て
、
河
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
と

川
な
ど
に
放
水
す
る
施
設
）
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
近
年
の
め
ざ

流
域
下
水
路
（
河
川
の
流
域
に
ま
し
い
都
市
化
に
対
処
す
る
た

あ
る
市
町
村
の
公
共
下
水
道
か
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
下
水
道

ら
流
れ
て
く
る
下
水
を
浄
化
し
の
普
及
率
を
高
め
な
け
れ
ば
な

て
放
流
す
る
大
規
模
な
も
の
）
り
ま
せ
ん
。

を
さ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
国
で
は
、
昭
和
四
十

災
一
入
履
覧
、 ｜

’
｜
’

蓑

§
§

ミ
ミ
さ

き
杙

は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
意

見
や
苦
情
な
ど
を
言
う
機
会
を

も
た
な
い
人
灸
の
、
声
な
き
声

を
平
等
に
生
か
さ
れ
て
こ
そ
は

じ
め
て
、
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
の
責
任
が
果
た
さ
れ
る
の
だ

と
思
う
の
で
す
。

し
か
し
、
言
う
に
易
く
行
な

う
に
難
い
こ
の
問
題
を
、
市
民

の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
よ

く
考
え
て
ゑ
た
い
と
思
う
の
で

す
。
陳
情
を
し
な
け
れ
ば
必
要

な
こ
と
で
も
実
現
し
な
い
と
い

う
、
政
治
不
信
の
原
因
を
と
り

去
る
こ
と
が
、
ま
ず
た
い
せ
つ

な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

§

詮
零
我
ふ
ふ
魚
ド

九
年
度
初
年
度
と
す
る
第
四
次

下
水
道
整
備
五
ヵ
年
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
、
五
十
三
年

ま
で
に
は
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
に

高
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

高
萩
市
で
も
こ
の
計
画
の
中

で
、
建
設
の
た
め
の
検
討
を
行

な
う
予
定
で
す
。

ｌ
環
境
整
備
は
み
ん
な
の
心
構

え
か
ら
ｌ

高
萩
市
の
平
地
部
は
海
岸
線

に
近
く
、
高
低
差
が
非
常
に
少

な
い
た
め
下
水
路
の
流
れ
は
、

き
わ
め
て
悪
い
条
件
下
に
あ
り

ま
す
。
現
在
高
浜
町
地
内
の
改

良
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が

下
水
路
の
中
か
ら
、
三
輪
車
が

数
台
出
て
き
た
り
、
ポ
リ
パ
ヶ

ッ
の
こ
わ
れ
た
も
の
、
煙
突
、

古
タ
イ
ヤ
、
テ
レ
ピ
ア
ン
テ
ナ

な
ど
が
、
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に

出
て
く
る
と
い
っ
た
状
態
は
ま

こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

宅
地
内
は
自
分
の
も
の
、
公

共
施
設
も
み
ん
な
の
も
の
で
す

自
分
の
と
こ
ろ
を
き
れ
い
に
し

た
い
心
の
輪
を
、
公
共
の
場
に

も
ひ
ろ
げ
て
ゆ
き
た

す
。

善
意
行
銀
に

○
助
け
あ
い
グ
ル
ー
プ
Ⅱ
代
表

伊
藤
政
紀
さ
ん
（
納
凉
チ
ャ

リ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
益
金
）

一
九
、
一
○
○
円

○
高
萩
開
発
株
式
会
社

（
第
一
回
市
長
杯
チ
ャ
リ
テ
ィ

ポ
ー
ル
益
金
）七

○
、
○
○
○
円

９
月
照
日
松
岡
小
（
幼
）
秋

山
中

９
月
詔
日
秋
山
小
（
幼
）
上

君
田
小
、
君
田
中

９
月
訓
日
東
小
（
幼
）
下
君

田
小
、
秋
山
中

幻
月
２
日
第
一
幼

加
月
７
日
高
萩
小
、
横
川
小

｜
学
校
の
運
動
会
一

難

釜
呈
忌

あ
、
《
か
レ
ズ
ノ

い
も
の
で

改良工事されたばかりの下水道は、
こんなにもきれいなのですが……

ヘ
と
一
花
貫
川
の

こ
思
い
出

と
／
い
し
、
｜
本
町
一
丁
目

有
賀
忠
次
郎

昭
和
十
年
で
し
た
か
「
い
ば

ら
き
新
聞
社
」
で
、
い
は
ら
き

四
十
五
景
投
票
募
集
か
あ
り
ま

し
た
。
私
は
常
に
好
き
な
花
貫

川
を
、
何
と
か
こ
の
機
会
に
高

萩
の
名
勝
に
し
て
見
度
い
と
思

い
ま
し
た
。
烏
曽
根
の
大
部
清

さ
ん
、
大
部
秀
男
さ
ん
、
鈴
木

一
司
さ
ん
、
小
峰
威
夫
さ
ん
そ

の
外
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
同
好
の
方
達

の
応
援
を
得
て
、
目
出
度
く
当

選
の
栄
を
得
た
こ
と
で
し
た
。

紅
葉
映
ゆ
る
、
名
馬
里
ヶ
渕
の

秋
十
一
月
初
め
、
無
料
バ
ス
数

台
を
仕
立
て
賑
や
か
に
当
選
祝

賀
を
兼
ね
た
紅
葉
狩
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。
高
萩
音
頭
、
松
原

小
唄
な
ど
美
声
は
山
々
に
木
霊

（
こ
だ
ま
）
し
て
、
記
念
碑
を

囲
ん
だ
芝
生
の
踊
り
の
輪
を
一

層
た
ぎ
ら
せ
た
も
の
で
す
。

そ
の
年
、
日
立
製
作
所
の
〈

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
募
集
に
応
募

大
好
評
の
中
に
一
等
に
当
選
。

以
来
、
花
貫
川
は
近
隣
の
優
秀

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
り
今

日
に
至
り
ま
し
た
。

溪
谷
入
口
か
ら
地
獄
谷
、
名

馬
里
ヶ
渕
、
あ
こ
が
れ
の
松
、

カ
ロ
ー
ド
渕
、
延
命
石
、
鴨
落

渕
、
汐
見
溪
、
士
岳
等
、
思
い

は
つ
き
な
い
ふ
る
里
の
山
、
川

で
す
。 ひとこ
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ぎ市 報 た か (9月号）（3） は

九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で

す
。
こ
の
日
か
ら
一
週
間
老
人

福
祉
週
間
と
し
て
、
多
年
に
わ

た
り
社
会
に
つ
く
さ
れ
た
功
績

と
長
寿
を
お
祝
し
、
ま
た
老
人

福
祉
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
い
ろ
い
ろ
な
運
動

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

市
で
は
七
十
才
以
上
の
お
年

よ
り
に
は
敬
老
記
念
品
が
、
八

十
八
才
以
上
の
み
な
さ
ん
に
は

市
長
が
直
接
訪
問
し
て
お
祝
い

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
七
十
才
以
上
の
約
千
三
百
五

十
人
に
市
か
ら
記
念
品
（
花
び

ん
）

○
八
十
才
以
上
の
二
百
七
十
一

市
内
で
開
才
以
上
別
人

f…

；
1 ｳﾘ :

職雛ﾂﾘル 県
・
市
で
敬
老
記
念
品
贈
る

：
“

人
に
市
か
ら
敬
老
年
金
、
八
十

才
１
八
十
四
才
Ⅱ
三
千
円
、
八

十
五
才
以
上
Ⅱ
五
千
円

○
八
十
五
才
に
な
ら
れ
た
三
十

一
人
に
市
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
記
念
品
（
座
ぶ
と
ん
）

○
八
十
八
才
以
上
の
三
十
一
人

に
県
か
ら
祝
金
三
千
円
、
市
か

ら
記
念
品
（
毛
布
）

市
内
で
八
十
八
才
以
上
の
み

な
さ
ん
は
次
の
三
十
一
人
で
す

高
萩
小
泉
は
る
弘
才

上
手
綱
益
子
キ
ン
兜
才

春
日
町
兼
子
ツ
ル
兜
才

上
手
綱
大
高
く
ら
鰡
才

本
町
星
ヤ
ス
ノ
兜
才

上
君
田
大
森
た
か
兜
才

蕊JFF

霧

ねたきり老人・重度障害者に

入浴サービス中

市社会福祉協議会では、ひとりぐらし・ねたきり

老人や重度身体障害者に漣入浴サービスをしてたい

へん喜ばれています。

これは、お宅の居間まで浴槽と瞬間湯沸器を持ち

込象、ホームヘルパーさんたちがお手伝いしてから

だを流してあげています。

この入浴サービスは、 これからもつづけますので

ご希望の方は、市役所内市社会福祉協議会（電話(2)

2250内線283番）へご連絡ください。

高
浜
町

上
君
田

島
名

高
萩

赤
浜

下
手
綱

上
手
綱

高
萩

赤
浜

秋
山

高
萩

赤
浜

横
川

消
費
生
活
展
を
開
催

扣
月
６
．
７
日
中
央
公
民
館
で

わ
た
く
し
た
ち
の
ま
わ
り
に
せ
ん
。

は
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、
そ
こ
で
正
し
い
知
識
を
も
ち

大
量
の
商
品
が
出
回
っ
て
い
ま
か
し
こ
い
消
費
者
と
な
る
た
め

す
な
か
に
は
、
う
そ
つ
き
商
品
第
二
回
「
み
ん
な
の
消
費
生
活

や
安
全
性
を
欠
く
商
品
が
あ
り
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

健
全
な
く
ら
し
を
さ
ま
た
げ
る
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
第
一

面
も
け
っ
し
て
少
な
く
あ
り
ま
回
を
行
な
い
、
大
ぜ
い
の
市
民

菅
善
二
器
菫
一
蓄
二
暑
臺
署
雪
暑
一
塁
澤
二
零
《
塁
の
琴
な
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
、
た

へ
ん
好
評
を
い
た
だ
い
た
も
の

ち
ら
で
別

持
か
の
話

で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
か
ら

を
て
す
電
お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

器
し
ま
く

膿
鳴
ｒ
、

ふ
ん
な
で
考
え
染
ん
な
で
話

り
り
け
会

湯
伝
づ
識
し
合
い
、
か
し
こ
い
消
費
者
に

間
手
つ
協

な
り
ま
し
よ
う
。

瞬
お
も
祉
、
。

と
力
ら
福
割
と
き
、
月
６
．
７
日
午
前

雑
種
梱
準
だ

、
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

弓
』
ノ
Ｆ
一
一
「
Ｊ
，
／
、

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

蛭
田
松
之
助

豊
田
な
か

片
平
み
な

大
野
タ
マ

渡
辺
ル
イ

帯
金
こ
ま

加
藤
お
わ

加
藤
す
ひ

富
塚
ト
ミ

作
山
丑
松

志
賀
ソ
ョ

笹
沼
し
つ

池
田
ナ
シ

89898989899090919191929293

才才才才才才才才才才才才才

上
手
綱
村
田
ハ
ル

本
町
石
酉
松

秋
山
正
木
い
し

高
戸
松
本
は
や

下
手
綱
斉
田
と
朶

安
良
川
樫
村
は
な

本
町
高
橋
清
太
郎

高
萩
藤
原
イ
シ

上
手
綱
谷
口
コ
ト

本
町
浅
田
信
吉

安
良
川
綿
貫
き
く

横
川
野
木
と
め

高
萩
ま
つ
り
撮
影
会
で
多
数

の
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募
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あ
り
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こ

の
写
真
展
を
十
月
六
、
七
日
の

両
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
す
の
で
、
お
そ
ろ
い
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
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秋の全国交通安全運動
9月21日今9月30日

レスローガン

今日もまた

心に誓う事故防止

し運動の重点

子どもと老人を守ろう

し「ノー･マイカーデー

9月21 日 （金）

とき9月15．16．23日

ところ高萩市営野球場

高浜・秋山中グラン

参加 32チーム

ド
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ら3時研修会館家庭内の心配ごと

○家庭児童相談毎週火曜日午後1時か

ら3時研修会館児童の心配ごと

○妊婦相談コーナー 10月2日（火）市

役所保険年金課妊娠中産後の心得など

燃えないゴミの収集日

（9． 10月）

9.10月の燃えないゴミや粗大ゴミの収

集は、次の日割で行ないます。

また、多量のゴミがでた場合には、直

接衛生センター北部処理場（赤浜）へお

持ちください。

③大字石滝の石滝西

④大字安良川の第16

⑤春日町2丁目16～45,本町2丁目1～11

⑥大和町2丁目49～92,本町1丁目1～22

⑦大和町3丁目、 1～42,同4丁目20～43

⑧大和町3丁目、大字安良川の1部

屋外の広告物は

必ず許可を受けてから

最近、広告板や広告塔・ポスターや立

看板が乱立し、交通の妨げになったり、

自然の美しさをいちじるしく害している

違反広告物を見受け

られます。

道路や鉄道の沿線

、その他地域に広告

物を置く場合には、

県屋外広告物条例に

より許可を受けなけ

ればなりません。

たとえば国道や主要

⑨大字高萩の第1第3

発電所

⑩大字高萩の高萩炭

砿社宅、下和野

⑪大字秋山の秋山上

2、北方上

⑫大字島名の島名5

⑬大字島名島名3北

南、秋山中2

草、大畑、片添な県道の路端から50メートル以内は広告

物の設置は禁止されますまた、電柱や街

灯柱にはり紙やポスターをはったり、立

看板を掲げてはいけないことになってい

ます。連反しますと罰金に処せられ、 ま

たは取りこわすよう命じられますので、

必ず許可を受けてから設置するようにし

ましょう。

なお、 自分の店名を書いた看板などを

自分の店先きに掲示する場合などには、

一定の基準内のものは許可を受けなくと

もよいことになってし､ます･

。 くわしいことは高萩土木事務所、市役

所都市計画課へお問い合せください。

10月1日現在で住宅統計

調査が行なわれます

10月1日に全国的な規模で住宅統計調

査が行なわれます。 この調査は住宅の国

勢調査ともいうべきもので、住宅事情を

浮き彫りにして、国や県、市などの住宅

関係の施策を進めていくための基礎資料

となるものです。

調査は標本調査の方法がとられ、本市

では次のような区域が指定されています

該当する地域の各世帯には、調査員が訪

問しますので、み､なさんのご協力をお願

いします。

①本町1丁目110～151.同2丁目77～113

②大字島名の島名1，島名2

二 1 11‘ ･ '' ' 1 ･ '' ' ' ' "#'' ''' ' '' ' 1 ,‘ ' '1','Ⅲ' '' ‘l l l'"‘ ' 1 ! ‘ ‘' 1 ' '‘,l l l$' '''1 ，･"'' 1 ， ' ‘' ' 1 '"''1"'鮒1 ,‘' 'Ⅱ' ， '』' ' 1‘当
三

二 市の人口と世帯数 ミ
ニ

＝

三
8月1日現在 前月比 二

三 言

亨人口 30．070人 （増36) F
ミ

鬘 男 14． 796人 （増22）ミ

ミ 女 15. 274人（増14) r
三 与

聖世帯 8.040世帯(" 1 ) Z
5川ﾛｰbⅡlq r ,1 『ﾛ ﾛ DI I I ﾛ ‘P Il I ﾛ 1Ⅱ0 . 1 1叩I 【I q pU I I q ﾛⅡ1 Up bd l q 1 P l I U pU ｣ I I q p I Il Dﾛ. U lI l p 1 I UD｣ 1 1$Ⅱ UotIIq.二

⑭大字上君田の田の草、大畑

⑮大字上手綱の関口実行実践

⑯大字赤浜の赤浜中

⑰東本町1丁目43～85

⑬高浜町2丁目8～37， 124

⑲高浜町2丁目2～7， 48～64

⑳高浜町3丁目105～114, 162

地 域 別 9月 10月

秋山、島名、北方

大能、中戸川､福平､若栗

上君田、下君田、横川

高浜町、東本町

有明町、肥前町

安良川

本町、春日町、大和町

駒木原、高萩炭礦、石滝

高戸、行人塚、石河原

上手綱、下手綱、赤浜
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○一般市民相談毎日市民相談室

市政に対する苦情･要望･意見など

○行政相談 10月4日（木）午後1時から

3時まで市民相談室

国や県、市に対する苦情など

○交通事故相談10月11日（木）午前10

時から午後4時まで中央公民館

交通事故専門の相談

○厚生年金相談10月18日（木）午動10

時から午後4時まで市商工会館

厚生年金･国民年金の相談

○心配ごと相談毎週木曜日午後1時か
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７
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■
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１
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１
１

妊娠届（国保）をすると

医療手当金が支給されます

市では、国民健康保険の加入者で妊娠

届をされた方に、妊産婦医療手当金とし

て一部負担金相当額（3割）を世帯主に

支給しております。

この妊娠届をされないと該当しません

から、届けは忘れず早くしてください。

場 所 ' 1回| 2回' 3回時 間三種混合

三種混合（百

日咳・ジフテリ

ヤ・破傷風）の

予防接種を別表

日程で行ないま

す忘れずに受け
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|上君田小学校
若栗公民館

大能公民館

中戸川公民館

秋山小学校

高浜集会場

,高萩保健所
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てください。

該当者は、昭和47年1月1日から同年12

月31日（3回接種） 、昨年3回接種（追加

1回） 、今までに接種を受けていない幼

児です。料金は無料です。
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